
12の定例作業日(12/24)は 

陽ざしのある晴れ上がった空模

様となりました。この季節なら

ではの冷たい北風も吹いていま

した。 

この日は現地作業がなく、恒

例のきらくな懇談会と忘年会を

行いました。懇談会参加者は

12 人、うち忘年会参加者８

人。 

忘年会のみ参加者は１人(懇

談会集合写真撮影時にいらっし

ゃったのに、入ってなかったで

す)。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[12/24 懇談会参加者] 
 

懇談会では、以下のような

意見などが出されました。 

＊枯れ木が多いので、頭上

注意が必要。＊ヘルメット着

用が必須。少なくとも帽子

を。⇒公園課にヘルメットを

要望する。＊公園課に、ナラ

ガレ伐採の計画、草刈り計画

を教えてもらう。＊作業終了

後の鎌や太丸など道具の手入

れ。＊構成年齢を考慮した作

業のやり方の工夫が必要。 
 

なお、忘年会の写真は撮っ

ていませんでした。 

～～～～～～～～～～～～～ 

12月の第二業日(12/12)は、 

晴れ渡った冬の青空のもと、

冷たい北風が次第に強まって

きました。 

この日、2024 年最後の作業

には、15名の方が参加されま

した。 

林内班 11名は、第二駐車場

東側での整備作業を実施。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[12/12 集合写真] 
 

林内班の三浦さんからの報

告･感想です。『起床時の気温

１度。それに北風が加わり体

感温度はさらに低く感じたこ

の日の朝, 
顔がピリピリする。いよい

よ本格的な冬の到来か。 
自然と吉永小百合の『寒い

朝』を口ずさんでいた。{北風

吹きぬく 寒い朝も 心ひと

つで暖かくなる 清らかに咲

いた可憐な花を みどりの髪

にかざして 今日もああ 北

風の中にきこうよ春を 北風

の中に聞こうよ春を}  まごう

事なき私の時代の青春歌だ。 
寒さで動きの鈍くなった老

骨に喝をいれ鞭打って出かけ

た。集合時間頃には風も止み

透き通った青空に日射しが加

わり寒さが緩んだようだ。 
今年最後の活動日のこの日

集まったのは 15 人。寒さに

も拘わらず多く集まってくれ

た。皆見た目以上に意気軒昂

そうで先ずは安堵。ゴミ収集

班 4 人、林内班 11 人でスタ

ート。林内班の作業地は今回

も第二駐車場に接したエリア

だ。園路のロープ柵から林内

側の奥行き約 10ｍ程度は刈り

払いが済んでいるのでその奥

方向がこの日の対象地だ。こ

こは他の地区と比べアズマネ

笹が林床を覆いアカメガシワ

などの低木がまばらに生える

奥行きのある最も広いエリア

だ。常緑のカシ類などは少な

くケヤキ、コナラ、サクラな

どの落葉樹が多い場所で、殆

どは落葉している。僅かに残

る黄金色の葉と梢越しの青空

の景色は初冬ならではの風物

詩に見えた。 
何時ものように刈り払い機 3

台 3 人を除く 8 人はそれぞれ

刈り込み鋏、鎌、鋸などを持
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やっと冬らしくなってきました～今年もよろしく～ 
 
  



ち林内の落下枝や低木の伐

採、笹刈り、バイオネスト構

築に使える小枝集めなどの作

業となった。時間の経過とと

もに気温も上がり暖かくなり

気持ち良く作業が出来た。こ

の日の作業地における気懸り

は林内に枯れた大口径の高木

が二，三本残っていること

だ。その中には全身蔦に覆わ

れているので生きているかに

見えるが明らかに枯れており

いつ何時倒壊しても不思議な

い状態だ。危ないと思いつつ

も大きすぎて我々の手に負え

ない。これまでのような請負

による伐採処理だと高額の予

算が伴い直ちに処理出来ない

だろうことは重々承知してい

る。しかし危険視される現状

に対し最小経費で最短で取り

得る最良策として提案したい

のは根元近くで切断し林内に

倒し放しにして貰う事であ

る。これを実施してくれれば

後の処理は我々が玉切りする

ので是非その方向で検討して

貰いたいと思うが如何でしょ

うか。終えて原っぱ広場側か

ら第二駐車場方向を見渡すと

下草が無くなり見通しがきく

明るく開けた林に変り清々し

い達成感を覚えたこの日の作

業だった。』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

[12/12 林内班集合] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[12/12 林内作業-1] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[12/12 林内作業-2] 
 

ゴミ班 4名は、東西通り～

県道～サッカー場～湿地～霊

園通り～桜木神社通り～第二

駐車場と廻りました。コース

記号は、イ-K-L-l-F-G-O-

(O’-)a-a’-i-ロ-C-U-C-B-W-

b’-b-g-g’-A-d-N-K となりま

す。状況としては、①*ゴミは

少なかったです。②湿地は枯

れ草をかき分けると、わずか

な湿り気がありました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[12/12 ゴミ班集合] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[12/12 ゴミ集約] 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～～～～～～～～～～～～～ 

1/13(月・休) 

「武蔵野里山グルグルフェスタ」 

9時半 旧管理棟集合: 

  リヤカー、道具類の準備 

 

10時～11時 落ち葉はき 

本部テント集合⇒東西通り 

終了後応援隊の道具類を回収して、

バイオネスト見本付近へ。 

    

12時～13時 

本部テント集合⇒バイオネスト 

 バイオネスト作成援助 

 

 

 

  

1月の作業予定 
定例作業日：1 月 28 日（火） 

第二作業日：1 月 14 日（火） 

作業時間＿9：30～11：30 

＊作業内容: 

ゴミ拾い･林内作業 

＊持ち物：手袋､タオル､雨具、 

飲み物､念のため、保険証・

お薬手帳など 

荒天など天候不順の場合は、事

前に中止連絡しますが、微妙な場

合現地にて判断します。 

判断に迷うときは、深澤まで

[090-8014-3310]連絡下さい 。 
～～～～～～～～～～～ 

1～3 月は、定例作業終了後の食事

会は行いません。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染予防対策、 

・間隔をとっての行動。(体操･作業) 

・マスク着用：各自の判断とします。 

・作業間隔の短縮・水分補給。 

・使い捨て手袋または終了直後に洗える手袋な

ど使用(特にゴミ拾い)。 

なお、石鹸・消毒用アルコールは準備してい

ます。 

新型コロナ発生時の対応 

①毎回参加者名簿を作成する（三浦さんがつけている

出欠簿による）。 

②次の場合その都度、代表へ連絡する。(発信元は伏せ

て参加者に知らせる) 

イ.症状があり、検査を受けた時。 

ハ.検査結果と医師・保健所などの指示があったとき。 

③陽性者が出た場合、求められれば、参加者名簿を保

健所・公園課に提出します。 

2025年 1月以降の作業予定日- 
 

1/14(火)  1/28 (火：定例) 、2/11(火･休)  2/25(火：定例) 、 

3/11(火)   3/25(火：定例) 、 

3/中～下旬：応援隊総会的懇談会 

4/15(火)   4/29(火・休：定例) 、5/13(火)   5/27(火：定例)  

 

コロナ対策の基本について 

WHO は「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」の宣言を終了しましたが、同時に

「ウイルスは命を奪い続け、変異も続けている。宣言の終了をもって各国は国民に、新

型コロナは心配ないというメッセージを送ってはいけない」と述べています。というこ

とで従来の予防策に準じた行動を基本とします。 

各種感染症注意!! 

コロナをはじめとして、インフルエンザや各種感染症が流行しています。手洗いなど

の感染対策とともに、日常からの、「バランスのとれた栄養補給」「適度な運動」「快適

な睡眠」などで、しっかりと体調管理をしましょう。 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 
 
 
 

 
                                                                                                                                  
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

地点名 イ  現在のデイキャンプ場 
ロ  湿 地 
ハ  現在のサッカー場 
セ  特養、グループホーム 
ス  産 廃 
E  交差点「開発」 

  W’  交差点「牛沼」 
通り名 X-E-X’ 県道東京狭山線 

W”-A-W’  市道 カルチャーパーク通り 

Y-W’-Y’  国道  
園内通り名 
（仮称の 
たたき台です） 

A-B-C-E   桜木神社通り 
D-C  霊園通り 
C-F  サッカー場通り 
B-L-K  中央通り 
L-F-G  東西通り(L-F:フラワー通り) 
G-H  東通り 
K-J-I  農道 
I-H 産廃裏通り 

カルチャーパーク周辺平面図 
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園内の通りの名称は仮称(たたき台)です。 
皆さんからの御意見をお寄せください。 

カルチャーパーク周辺 名称 
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＊この「応援隊」は 

所沢市民大学 18 期「都市の

環境」講座の受講生が呼びかけ

て始められました。 
“所沢カルチャーパーク”

が、「平成 11 年度基本構想」

にのっとった公園として発

展・整備されるように見守り、

応援してゆくことを目指し、

2011 年 10 月より活動をはじ

めました。 
定例作業は毎月最終火曜日 
まずはゴミ拾いと散策から

取り組んできましたが、現在は

「森の再生」をも念頭に置き、

作業内容も広げています。 
どなたでも参加できますの

でお気軽にどうぞ。 
追加の予備作業日について

は、「かわらばん」でお知らせ

します。 
＊お願い 

「かわらばん」の発行は、定

例作業日(毎月最終火曜日)の
翌月 10 日となっています。 
参加された皆様、写真や感想

メモのあるかたは、翌月の５日

までに深澤まで送ってくださ

い。よろしく。 
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